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タイ国における山地民問題と
TribalReseart血 Centre
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Bangkokの郊外から四方を見わたすと,だれ もが

タイ国とはなんと平坦な国だと思 うことだろう｡水田

は足もとか らはじまり,地平線のかなたにまで果てし

なく続 く｡このように ChaoPhraya川のはん濫原に

は山地民の住みかになるような山岳地帯はまった くと

いってよいほど見当らない｡

ところが タイ国北部は Chiengmaiや Lampangの

ような比較的大規模な盆地を除 くと,ほとんどが山岳

地帯でしめられていて,そこにはかな りの数の山地民

が住んでいる｡GordonYoungの推定によると,1960

年においては山地民の総人口約 217,000人にのぼると

いう｡その山地民を大別すると Sino-Tibet系の もの

と, Austroasia 系のものとに大別され てい るが,

GordonYoungの概算によるとそ の内訳は表 1のと

うりである｡

写真 1 元気のよい Meo族の少年

164

表 1 北部タイにおける山地民の人口

Sino･Tibetans**

Sinitics

Haw

Tibeto･Burmans

Akha

Lisu

Lahu-Nyi

Lahu･Na

Lahu-Shphleh

Lahu_Shi

Skaw Karen

P'woKaren

B'ghweKaren

Taungthu

BlueMeo

WhiteMeo

GuaM'baMeo

Yao

Austroasiatics

KhaHtin

KhaMu

KhaHaw

Lawa

Total

18,900

3,300

196

9,000

瀞 数字は Young(1962)p.85参照
**この民族集団の分類ははなはだ便宜的なものであ

る｡Karen族は慣行にしたがって Tibeto-Burmans

の中に分類 したが,Meo･Yao のグループにいたっ

ては分類上の位置はまだはっき りしない｡ また,

Austroasiaticsがはたして Sino･Tibetansに対応で

きるような集団なのかどうかとい うこともいぜんと

して問題にされている｡

以上のような山地民の推定人口はきわめて大層みな

ものであることはいうまでもない｡タイ国政府も内務

省公共福祉局山地民課を中心に国境警察などもくわわ

り,出先機関が山地民の実数を正確に把捉しようと努

力をかさねているが,正確な人口調査はかれ らの居住

地が極度に交通が不便なうえに,定着性にとは しいの

でなかなか困難なように思われる｡ くあえて,山地民
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のなかでも平地民と接触をかさねている問に,北 タイ

文化もしくは Bangkokを中心として近年-き地にも

急速に普及しつつあるタイ文化をかな りの程度摂取 し

て,すでに "タイ人"になってしまった連中を含める

と,前掲の推定人口は人によっては倍増するのではな

いかとい う｡

2

ところで,これ らの山地民がタイ国にとってどのよ

うな問題をもたらしているであろうか｡大掴みにいっ

て,それは焼畑と国民形成の2問題に要約されるであ

ろう｡

(1) 焼 畑

焼畑農業に従事する山地民の状態とその定着化の傾

向については,Karen族を中心に拙稿 ｢タイ国北部に

おける山地 カレン族の文化変容-予報 1-_i『東南ア

ジア研究』第 2巻第 4号,pp.2-19 と `̀Cultural

ChangeamongtheHillKarensinNorthernThai-

land,"A;ionSurvey,Vol.V,No.8,pp.417-23に

すでに発表 してあるので,ここではできるだけ重複を

避けることにしよう｡

焼畑が無制限におこなわれた場 合には,この国にお

ける森林資源に破壊的影響が与えられる｡またそれは

同時に,タイ国の経済に重要な意味を持 っている水侶

稲作をささえている ChaoPhraya川水系の源流地IiT,

を荒廃させることにもなる｡

また,いま一つの問題としては,焼畑農業の性質上

それに従事する山地民の村落にはどうしても定着性が

ともなわず,時には国境付近で微妙な治安問題をもた

らすこともあ り,さらにかれ らによって栽培されてい

る麻薬のr,5料であるケシの取締 りも困難 な現 状 であ

る｡

(2) 国 民 形 成

タイ国にとって国民形成の問題はなにも山地民に限

ったことではない｡平地の住民に関しても,東北地方

の Lao-Thai系の住民や南部地方の Islam 系住民 の

ことも国家統合の問題として程度の差こそあっても中

央政府にとっては頭痛の種のように思われ る｡ しか

し,これ らの問題はいずれにせ よ平地のことなので中

央政唱も比較的処理 しやす く,すでに一部では交通,

通信の整備や教育投資の拡充などによって,ちゃくち

ゃくと国民形成がすすんでいるようである｡

それに対 して,Ll｣地民に関 しては住んでいる場所が

交通のきわめて不便な山岳地帯なので,国勢調査など

によっても入口がたい-ん把捉 しに くい｡そのうえ,

学校一つ建てるにしても,山岳地帯は人 口が希薄なた

めに, 1人あた りの投資が極度に高 くな り,教育の普

及を困難にしている｡また,タイ国に限 ったことでは

ないが,-き地に質の高い教師を確保するのも容易な

仕事ではないのである｡現在までのところ,国境警察

の多大な努力によって,隊員の駐屯する山間へき地の

村では隊員みずからが先生になって,寺子昆式の学校

が開かれている｡そ こでは標準タイ語を中心として,

山地民などに初等教育がほどこされている｡

また,場所によっては Tha1人なみの学校もすでに

開校されている｡たとえば,現在わた くLが調査をし

ている MaeSariengの谷にある Karen族の村では,

5年ほど前か ら小学校が開かれた｡昨年までほ竹て作

り,木の葉でふいたみすぼ らしい小屋で授業がおこな

われていたが,去年の末に半年ぶ りでその村にもどっ

てみると,チークで作 られた立派な校 舎 が で きてい

た｡ここでは 2人の先生のもとに,22名の生徒が上級

と下級の2クラスに分かれて,つぎのようなカリキニー_

ラノ､のもとに接業がおこなわれている｡
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表 2 小学校のカリキュラム

臼 回 数

民

語

数

科

業

育

イ

3

6

3

2

CJ

3

数問IにJ日日

6

9

3

3

3

3

20 27

以上のカリキュラムを見てもわかるように, ここの

Karen族の小学生は一般 Thai人の小学生とほ とん

ど同じ内容の寝業を受けている｡授業の3分の 1が標

準 タイ語の勉強にあてられているだけてほな く,校内

ではほかの場合でも標準 タイ語が使用されることを要

求されている｡

この限 りでは国民形成の第一歩である標準語の普及

が このような-き地にまでおよんできたのである｡し

かし,問題の本質はむ しろ小学校卒業後にあるのでは
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写真 2 平地 Karenの村には北 Thai人

の行商人がときたまや って くる｡

ないだろうか｡すなわち,調査をしている村は Karen

族の村 としてほかな りの程度に平地民化が進んだ村落

であって (拙稿 ｢タイ国西北部におけるカレン族の平

地民化｣『東南アジア研究』第 3巻第 5号参照),山地

民のなかではもっとも順調に国民形成の流れに吸収 さ

れやすいように思われる｡ ところが ここにはまだ初等

教育のアフター ･ケアーの問題が残 って い るので あ

る｡これはなにもタイ国における山地民に限 ったこと

ではな く,中国大陸においてさかんにおこなわれてい

る識字運動にも同様な問題があるといわれている｡そ

れは学校教育がおこなわれたのちに,どのように して

習得 した言語を日常生活のなかで維持するかとい うこ

とである｡

MaeSariengの町までは200キロメー トルの路をと

おって,毎 日 トラックが Chiengmaiか ら1日遅 れ の

新聞をはこんで くる｡ しか し,MaeSariengか らわず

か 2キロメ- トルしか離れていないこの村には 1通の

新聞す らとどかないのである｡その理由はここの村の

Karen族が貧困であるとい うこともあるだろうが,同

時に 4年間の初等教育だけでは,Chiengmaiで印刷さ
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第4巻 第 1号

れる新聞の内容が =むずか LHすぎるか らかも知れな

い｡もっとも,この村で学校教育を受けた Karen族

がまだほとんど成年に達 していないとい う事実 もこの

ことに関係があるのだろうが,たとえかれ らが成年に

達 して,新聞をとれるよ うな経済力 を持 った と して

ち,その頃までに識字能力が新聞を理解できるまでに

高まるか,少な くとも現状を維持できるかほいささか

疑わ しい ｡

ラジオ放送に関 しては文字を媒介としないだけに,

へ き地の住民に無理な く吸収されるので,国民形成に

直接役立つように考えられているO しか しなが ら, こ

の村には電気がないので,ラジオを買 うとすると トラ

ソジスターの受信機が必要 となる｡そ うす ると,中古

の物でもここの Karenの数 カ月の収入 をあてなけれ

ば購入することはできないのである｡ちなみに,村に

おけるラジオの台数をあげると,全村48戸中わずかに

3戸だけがlE]式の トランジスター ･ラジオを持 ってい

るだけである｡

3

中央政府の懸命な努力にもかかわ らず,山地民問題

はこれまで述べてきたようにいろいろな困難をともな

っている｡

タイ国政府は本格的な山地民対策の手初めとして,

1958年12月19日に布告 した政令第37号により麻薬の原

料になるケシの栽培を禁止するとともに,山地民問題

解決に緊急を要することを強調 した｡さらに1959年に

は Tak 県の DoiMusse一, Chiengmai県の Doi

Chiengdaoに山地民の福祉施設 と しての Nikhom を
1)

設置することが閣議で決定 された｡そ して1964年には

内務省公共福祉局に山地民課が新設 され, コーネル大

学で農村社会学を専攻 した Mr.PrasitDhitsavathが

初代課長に就任 した｡

それに先だち,政府は山地民問題の問題点を把握す

るために,公共福祉局に命 じて山地民の社会 ･経済調

査をお こなわせた｡

1961年 9月か ら10月にかけてはまず政府の各機関か

ら'Lii向してきた調査員の訓練がおこなわれ,調査は同

年10月か ら翌62年 2月にかけての雨のほとんど降 らな

1) 現在では Chiengraiにいま一つの Nikhom,普

た MaeHoにはそれに類似の設備がで きて,

山地民の福祉にあたっている｡
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い冬季に実施された｡か くして1962年 9月には公共福

祉局から =Reporton the Socio-Economic Survey

oftheHillTribesinNorthernThailandHというタ

イプ印刷で112ページにわたる英文報告書が 出版 され

+-

この裾 圭与は第 1部と第 2吾机こわかれていて,第 1

部は山地尺の現状に関する総括的分析,第 2部はそれ

にもとづ く勧告にあてられている｡この勧告は政治,

行政,福祉の各方面にわたって述べ られていて,その

一環として タイ国北部に TribalResearchCentreを

設立することをつぎのように勧告した.二

日Inordertofacilitateeffectivework iIICOn-

nectionwiththetribalminoritiesinthiscountry,

socialstudiesshould beinaugurated andcO-ordi-

nated. We spealiin this context prlmarily of

appliedresearch. Thatmeansthestudiesshould

havethepracticalpurposeofpreparingabasisfor

formulating realistic plans directed towards the

illlprOVing ofsocialandeconomicconditions･ In

thesecondplace,theymaycontributetoincreasing

knowledgeaboutthe peopleofthereglOn,their

waysoflifeandtheirhistory. Wemaymention

inpこ1SSingthattheonecこlnnoteasilybeseparated

from theother.

WerecommendthataTribalResearchCentre

shouldbesCtupinnorthern Thailand,preferably

inthetownofChiengmai,Onaccountofitscentral

location.

AnypossibleassociationoftheCentrewiththe

University ofChiengnlai(which is aboutto be

inaugurated)maybeconsidered. C0-Operationwith

otherNationalUniversitiesorwiththeSiamSociety

shouldequally beconsidered. Possibleassistance

ofinternationalorganizationmaybeinl,eStigated.

TheTribalResearch Centreshould serveas

(a) centreforstudiesinappliedanthropology.

(b) documentationcentreforrelevantproblems

concerningthereglOn.

(C) briefingandtrainingcentrefortribaloffi-

cers,extensionworkers,administrators,educators,

specialistsinagriculture,livestock,transportand

marketing,beingconcernedwithdevelopmentacti-

vitiesamonghilltribes.

(d) centreforproviding advisory servicesto

theGovernmentonhillpeoplesproblems.

ItisplausibletoconceivethatthisCentremay

beofvaluetoneigbhouringcountrieswithsimilar

hilltribesproblems. Atalaterstage,theCentre

mightwellbeutilized forc0-0rdinating reglOnal

effortsinregardstothehilltribes.(前掲の報告書

pp.100-101)

この勧吉にもとづき,1965年10月21日に内務省公共

福祉局が Chiengmai大学の協力をえて,同大学のキ

ャンパスの西隅に TribalResearchCentreを設立し

た｡ 政府はこれにたい して, 本館建設に 300,000バ

-ツ (約 5,400,000円), 官舎建設に 120,000バーツ

(2,160,000円)を支出した｡

写真 3 Chiengmai大学の美しいキャンパスに
新設 された TribalResearchCentre

本館の 1階は図書室,陳列室,教室にわけられてい

る｡図書室は開所間もなくなので,まだ書籍や参考文

献などほとんどそろっていないけれ ども,将来はタイ

国を中心とする大陸部東南アジア関係の研究資料が拡

充されることが期待されている｡とりわけ,人類学,

社会学,tl｣地農業を中心に文献収集がおこなわれると

いう.また教室は政府稜関の山地民担当官の トレーニ

ングなどに使用されている｡

本館の2階は所長室,事務室,外国人ア ドグァイザ

-や山地民担当官の研究室,写真用暗室,エア- ･コ

ンデ ィション付きの貯蔵室などがある｡

また本館の周囲には近い将来に山地民の家屋の見本

を各民族集団ごとに,何種類か建設することが計画さ

れている｡
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この TribalResearchCentreにたいしては外国政

府も深い関心を示している｡とりわけ,オース トラリ

ア政府は SEATO の関係もあって力をいれ, すでに

ジープ12台, トラック1台,それに第一線の社会人類

学者で New Guinea研究で有名な ProfessorWilliam

R.Geddes(現 Sydney大学人類学部長)を同センタ

ーに送 った｡ProfessorGeddesは 1カ年半 タイ国北

部に滞在し,山地民調査の技術をタイ国側の担当官に

指導した｡同教授は昨年帰国し,後任には弟子の Mr･

PeterHintonがきて,TribalResearchCentreのア

ドヴアイザーとして働いている｡

なお,このほかにも外国から援助が寄せ られてい

る｡たとえば,アメリカやイギ リスは書籍,テープ ･

レコ-ダー,ムービー ･カメラなどを寄付した｡

いずれにせよ,TribalResearchCentreは発足した

てなので,いろいろと設備が不備のようであるが,所

長の Mr.WanatPhruksasriのイニシアテイヴのも

とに着実に活動が開始されたように思われる｡すでに

第 1回の山地民担当官の トレーニング ･コースもおこ

なわ九,国境警察,公衆衛生局,初等教育局,畜産

局,米穀局,農業局,土地馬,国防省,国家安全中央

司令部などから30名もの受講者を集めた｡

またア ドグァイザーの Mr.P.Hintonの発案で第

1回山地民研究者セミナーが 3月18日に開かれ,内外

の人叛学者,言語学者が集まり,熱心な研究討議がお

こなわれた｡

このように,TribalResearchCentreは地道に山

地民関係の研究と訓練の統合校閲としての機能を発揮

し始めた｡山地民問題で解決しなければならないこと

は山積しているけれ ども, この Tribal Research

Centreの発展はひとえに山地民の研究を蓄積 しなが

らいかに若い人材を育てうるかにかか ってい るよ う

だ｡
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1

ノミソコクの町か ら,パホンヨーティン街道を北上 し

て約20キロ｡つい先ごろまで,車窓の風物を楽 しむ旅

行客の目を惹 く建物といえば,カセーサー ト大学の本

館 ぐらいしかなかったバンケンの界隈は, National

ResearchCouncilの新庁舎が完成 してからというも

の,にわかに活況を塁しはじめている｡

NRCの全館冷房のスマー トな近代建築の右手には,

DocumentationCenterの白亜の壁が南国の目差を浴

びて輝き,その背後には,飛行機の格納庫を思わせる

ような TechnologicalResearchlnstituteの heavy-

duty workshopが, 目下各試験器機の据付けにいそ

がしい｡そして NRC本館左手の空地には近代設備の

ととのった化学分析,物理量測定を行なう実験施設が

本年中に完成を見ようとしている｡

NRC と言えば,われわれ外国人研究者にとってほ,

タイ国における研究活動の調整機関とい う面ばか りが

表に立って見えるが,この楼閑が故サ リット元帥のお

声がか りで1959年に発足 したときには,各分野の既存

研究の C0-0rdinatorというだけではなく, 進んで将

来のタイ国科学研究の中核となる役割を課せ られてい

たのであった｡今日バンケンの景観に新 しい色どりを

そえつつある ｢科学研究センター｣誕生の背景には,

NRC発足後過去数年間にわたる関係者の地道な努力

があったのである｡

2

1960年,タイ国政府は国連の TechnicalAssistance

Administrationに対 し,｢応用科学研究の開発,振興,

企画立案の方策について助言を行な う専門家｣ 1名の

派遣を要請 した｡ この要請に応え, The Common-
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